
取扱説明書

インタフェースユニット

UV-22





i

この説明書の構成

この説明書は、インタフェースユニット UV-22 の 機能、操作方法などについて説明し

ています。他の機器とともに測定システムを組んだ場合の他の機器の操作については、必

ず当該機器の説明書をお読みください。また、iii ページ以降に、安全に関わる注意事項が

記載されています。必ずお読みください。

この説明書は次の各章で構成されています。

概要
本器の概要を記載しています。

各部の名称と機能
正面パネルにあるスイッチ、背面の端子などの名称と機能を簡単に説明しています。

連結方法
ユニットを複数台使用するときの連結方法を説明しています。

電源の接続
電源の接続について説明しています。

準備
コンピュータとの通信方法（USB、ETHERNET）、USBドライバのインストー

ル方法について説明しています。

コマンド
本器の通信規定、シーケンスおよびコマンドの定義を記載しています。

付属のCD-ROMについて
付属のCD-ROMの説明をしています。
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仕様
本器の仕様を記載しています。

ラック取り付け台
別売のラック取り付け台の外形寸法を記載しています。

参考資料
保守部品について記載しています。

＊本書中の会社名、商品名は、一般的に各社の登録商標または商標です。
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安全にお使いいただくために

この説明書の中では、事故防止上必要と思われる部分に、下記のような表示をして注意を

喚起しています。本器および周辺の設備などの損害を防止するために必要な事柄です。

重 要
ここに書かれた注意を無視す
ると、本器が故障する可能性
があります。

ノート 安全には直接影響しません
が、本器の機能を正しく活用
するためのアドバイスを記載し
ています。

警 告
ここに書かれた注意を無視す
ると、生命、身体の安全を確保
できない可能性があります。

注 意 ここに書かれた注意を無視す
ると、人身あるいは周囲の設
備に障害・損害を招く可能性
があります。
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● 操作は必ず取扱説明書に従ってください。

● 分解、改造はしないでください。

● 使用する前に次の確認をしてください。

○ コード、ケーブルなどの接続が正確で安全であること

○ 機器が正確に動作すること

● 使用温湿度範囲は -10～+50℃、90％ RH 以下です。この範囲で使用してく

ださい。

● 次の条件下での使用、保存はしないでください。

○ 強磁界、強ふく射のある場所

○ ちりやほこりの多い場所、水のかかる場所

○ 塩分や硫黄分、化学薬品やガスにより悪影響を受ける恐れのある場所

○ 高温、高湿、直射日光下

○ 衝撃や振動の直接伝わる場所

● 使用後は必ず電源を切ってください。

● コードやケーブルを取り外すときは、コードを持って引き抜くなど無理な

力をかけないで、必ずプラグあるいはコネクタを持って外してください。

● 指定のACアダプタまたは電源をお使いください。

● 本器は精密機器です。落としたり、強い衝撃を加えないように注意してくだ

さい。

● 万一故障した場合は手を加えずに、故障内容を明記した上、販売店または当

社サービス窓口（裏表紙参照）までご連絡ください。

● 本器を廃棄する場合は国または地方自治体の条例に従ってください。

取り扱い上の注意
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概 要

UV-22 は、騒音計ユニットUN-14 および振動計ユニットUV-15 専用のインタ

フェースユニットで、UN-14、UV-15 を最大 16 台までと連結することができます。

USBおよび ETHERNET（LAN）の 2つのインタフェースを有し、コンピュータ

からのコマンドにより、UN-14 や UV-15 の設定制御、測定値の取り込みが可能

です。

付属のUV-22Viewer software を使用すると、UN-14、UV-15 の設定制御、測

定値表示がコンピュータ上で簡単に行えます。また、UN-14/UV-15 に対してユー

ザフィルタ※1 の設定が可能となります。

また、UV-15/UN-14 のマスタ・スレーブ機能※2 としても動作することができます。

※ 1 ユーザフィルタ

UV-15/UN-14 に、下記のユーザフィルタから選択した 1つのフィルタを

HPF、LPFそれぞれに追加設定できる機能です。

カットオフ周波数：（UV-15：-10％落ち、UN-14：-3 dB 落ち）

HPF： 3 Hz、3.15 Hz、4 Hz、5 Hz、6.3 Hz、8 Hz、10 Hz、12.5 Hz、

15 H z、16 H z、20 H z、25 H z、30 H z、31.5 H z、40 H z、

50 Hz、63 Hz、80 Hz、100 Hz、125 Hz、150 Hz、160 Hz。

 減衰量： -18 dB/oct

LPF： 300 Hz、315 Hz、400 Hz、500 Hz、630 Hz、800 Hz、1 kHz、

1.25 kHz、1.5 kHz、1.6 kHz、2 kHz、2.5 kHz、3 kHz、3.15 kHz、

4 kHz、5 kHz、6.3 kHz、8 kHz、10 kHz、12.5 kHz、15 kHz、

16 kHz、20 kHz（25 kHz、31.5 kHz、40 kHz、50 kHz）。

 （ ）内はUN-14 のみ

 減衰量： -18 dB/oct

HPF、LPFの周波数特性を巻末の「参考資料（64 ページ以降）」に記載して

あります。
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概 要

※ 2 マスタ･スレーブ機能

UN-14、UV-15 を複数台連結している時に、選択した 1台（マスタ）の機器

設定が他の機器（スレーブ）にも有効になる機能。

例えば、1台の UN-14（マスタ）を CALモードに設定すると、他の複数の

UN-14（スレーブ）も同時にCALモードになります。（CALキーを長押しし

ます）

本器には、下記の別売品が用意されています。

● 騒音計ユニットUN-14

計測用プリアンプマイクロホン接続に対応した1チャンネルの騒音計ユニット。

● 振動計ユニットUV-15

振動計測用の加速度ピックアップ接続に対応した 1チャンネルの振動計ユ

ニット。

● ラック取り付け台 CF-27

ラック取り付け台により、JIS の標準ラックへの取り付けが可能になります。

ラックへの取り付けは、最大 12 台までです。
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各部の名称と機能

通信機能選択スイッチ
LOCAL（MASTER/SLAVE）：

連結したUN-14/UV-15 を USBまたは ETHERNET通信しない状態で、

各機器のキー操作で使用する場合に設定します。

USB：

USB通信を行う場合に設定します。

ETHERNET：

ETHERNET（LAN）通信を行う場合に設定します。

RESET スイッチ
RESETスイッチを押すと、UV-22 および連結されたUN-14、UV-15 にリセッ

トがかかり、再起動します。通信異常などがあった場合に押します。

I

O

UV-22

POWER

RED:ERROR

USB

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET

通信機能選択スイッチ

RESETスイッチ

USBコネクタ

インジケータランプ

電源スイッチ

正面

正 面
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各部の名称と機能

USBコネクタ
USB通信を行う場合に、USBケーブルを接続します。

UV-22 の USBコネクタはmini-B コネクタを使用しています。

初めてUSB通信を行う場合は、コンピュータにUSBドライバをインストー

ルする必要があります。

電源スイッチ
電源を起動する場合に、ONにします。

なお、UV-22 に ACアダプタを接続している場合、電源をONにすると、

連結したUN-14、UV-15 にも電源が供給されます。

バッテリーユニット BP -17 を接続している場合は、AC アダプタを

BP-17 に接続して、UV-22 の電源スイッチは常時ONにしておき、電源ス

イッチのON/OFFは BP-17 で行ってください。

インジケータランプ
電源のON/OFF、初期設定中、異常状態を LEDで示します。

緑色 LED点滅： 初期設定中

 通信コマンドは受け付けません。

緑色 LED点灯： 動作中であり、送受信可能状態です。

赤色 LED点滅または点灯： 異常状態です。

消灯： 電源が切れています。

インジケータランプ

正面

UV-22

RED:ERROR

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET
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各部の名称と機能

背 面

背面

DC IN
9-15V
+

15

No. 12345678

RION CO.,LTD.
MADE IN JAPAN

電源接続端子

銘板

ETHERNET

ETHERNETコネクタ

ETHERNETコネクタ
ETHERNET（LAN）通信を行う場合に、LANケーブルを接続します。

銘板
製造番号などが記されています。

電源接続端子
別売のACアダプタ NC-99 または外部DC電源を接続します。
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各部の名称と機能

上 面

上面には連結フックが 2個あります。

UV-15 や UN-14 と連結するときにこの連結フックで固定します。

上面
連結フック 連結フック

底 面

底面の目隠し板をはずすと連結用のコネクタがあります。UV-15/UN-14 と連結

して、電源の供給や信号のやり取りを行います。

ユニット同士の結合はUV-15/UN-14 に付属の連結板を使用します。

底面
連結用コネクタ
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連結方法

インタフェースユニットUV-22 は正面から見て一番左側に配置してくだ
さい。

使用する工具：JIS B 4633:1998 の十字ねじ回し Ｈ形 呼び番号 2番・・・1本

重 要

連結作業をするときの注意事項
● 電源はOFFの状態でおこなってください。
 ○ ACアダプタを外す。
 ○ BP-17 で乾電池を使用している場合は乾電池を外し 
  ておく。
● 本器についているねじ以外は使用しないでください。
● 内部に異物（金属片、鉛筆の芯など）を入れないでくだ 
 さい。
● ねじを着脱するドライバは JIS B 4633:1998 の十字 
 ねじ回し H形 呼び番号２番を使用してください。指 
 定以外のドライバはねじの十字穴を壊す場合があります。

振動計ユニット
UV-15

I

O

UV-22

POWERインタフェースユニット
UV-22（一番左へ）

RED:ERROR

USB

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET

PICKUP

VIBRATION METER UNIT

UV-15

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

RMS EQ PEAK EQ P-P

SETUP

PICKUP

VIBRATION METER UNIT

UV-15

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

RMS EQ PEAK EQ P-P

SETUP

INPUT

SOUND LEVEL METER UNIT

UN-14

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

A C Z

SETUP

INPUT

SOUND LEVEL METER UNIT

UN-14

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

A C Z

SETUP

騒音計ユニット
UN-14

ユニット連結例



8

連結方法

連結手順

1. 上面の連結フックを 2個とも外します。正面から見て一番右側にくるユニッ

トの連結フックは外さないでおきます。

ねじや連結フックをなくさないように、箱などに入れておいてください。連

結組み立て時に使用します。

2. 連結用コネクタを隣のユニットに接続します。

連結フックと
止めねじ

I

O

連結用コネクタを接続する

ユニット底面

正面UV-22 UV-15/UN-14
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連結方法

3. 連結用コネクタを接続したら、UN-14/UV-15 に付属の連結板と、手順 1

で外したねじでユニット同士を下図のように、仮に連結します。

ねじは手順 1で外したねじを使用してください。

指定以外のねじは： 短いと確実に固定できません。

 長いと内部の部品を傷つける恐れがあります。

4. ユニット上面に、手順 1で外した連結フックを取り付けて、ユニット同士を

連結します。

正面

ユニット底面

UV-22
UN-14/UV-15

一番左にくるインタフェース
ユニットUV-22は、目隠し板を
1枚取り付ける

連結用コネクタを接続したら
UN-14／UV-15に付属の連結板で
ユニット同士を仮接続する
（M3の皿ねじを4箇所とも
完全には閉めないで
半回転ほど緩めておく）

正面

ユニット上面を
連結フックでつなぐ

90°回転

一番右のユニットの
連結フックはこの向き
に取り付ける

連結フック

連結フックを次の連結フックの穴に差し込んで
ねじを締めて固定する
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連結方法

5. 全てのユニットを同様に連結用コネクタを接続して、順次UN-14/UV-15 に

付属の連結板で隣同士を連結します。

両サイドのユニットは目隠し板を取り付けます。

皿ねじを全て確実に締めて、固定します。

ねじは手順 1で外したねじを使用してください。

指定以外のねじは： 短いと確実に固定できません。

 長いと内部の部品を傷つける恐れがあります。

UN-14/UV-15に付属の連結板で
連結する
両サイドは目隠し板を
とりつける

ユニット底面

手順1で外した
ねじで止める
指定以外のねじでは
短いと確実に固定できない
長いと内部の部品を傷つける

正面UV-22 UN-14/UV-15

正面
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連結方法

6. 上面に連結フックを取り付けてユニット同士を連結します。

ねじを全て確実に締めて、固定します。

ノート

万一、ねじを紛失した場合は、63 ページの保守部品を参照
してください。また、一般市販のねじを使用できます。
上面の連結フックの止めねじ
 トラスねじ Ｍ 4 × 8（ねじ長さ 8 mm）
底面の連結板の止めねじ
 サラねじ Ｍ 3 × 10（ねじ長さ 10 mm）
いずれも JIS B 1111 で規定されています。

正面

ユニット上面

UV-22
UN-14/UV-15正面
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連結方法

3M

J3
49

0-
3

タグに3 Mと書いてある方を
上にして、つまんで引く

3 Mと書いてある方

タグ

連結用コネクタをはずすとき
連結用コネクタをはずすときは、下図のようにタグを持って、静かに引き抜いて

ください。

重 要

必ず、3Mと書いてある方をつまんで上に引いてください。
他の部分をつまんで引くとタグが壊れることがあります。
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電源の接続

インタフェースユニットUV-22 には電源スイッチがあり、システム全体の電源を

断続できます。

電源は本器に別売のACアダプタNC-99 を接続してください。

重 要

連結組み立て完成後に電源を供給してください。

指定の ACアダプタ以外は使用しないでください。故障の
原因となる場合があります。

DC IN
9-15V
+

15

No. 12345678

RION CO.,LTD.
MADE IN JAPAN

AC OUT

DC OUT

INPUT
（PREAMP）

AC 100 V 電源へ

ACアダプタ
DC IN
9-15V
+

15

No. 12345678

RION CO.,LTD.
MADE IN JAPAN

AC OUT

DC OUT

INPUT
（PREAMP）

UV-22背面

DC IN
9-15V
+

15

No. 12345678

RION CO.,LTD.
MADE IN JAPAN

ETHERNET

DC IN
9-15V
+

15

No. 12345678

RION CO.,LTD.
MADE IN JAPAN

INPUT
(CCLD/
TEDS)

AC OUT

DC OUT

UN-14/UV-15背面

ACアダプタはインタフェースユニットUV-22 に接続してください。

なお、バッテリーユニットBP-17を連結している場合は、BP-17にACアダプタを

接続してください。

電源の使用に関する制限事項
電源の種類 接続台数の制限
ACアダプタ（別売） NC-97 10台まで
 NC-99 16台まで
バッテリーユニットBP-17（別売） 単2形乾電池 8本 3台まで
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準 備

識別番号の設定
本器を、UN-14、UV-15 に連結して使用する場合、連結されるUN-14、UV-15

の識別番号をあらかじめ設定しておく必要があります。

UN-14、UV-15の識別番号は、それぞれの機器で個別にキー操作で設定を行います。

ご購入時のUN-14、UV-15 の識別番号はNo. 1 になっていますので、必ず 1台 1

台異なる番号に設定してください（設定範囲No. 1～No. 16）。

なお、識別番号は、通信上の機器識別に使用される番号であり、連結機器内に同じ

識別番号の機器があると、正常に通信動作を行えません。

下図参照

1. UN-14、UV-15 の操作部の INPUTキーを 2～3 回押すと識別番号表示が

点滅表示します。

2. RANGEキーで番号を設定します。設定が終了したらMEASキーを押して

測定画面に戻ります。

識別番号は必ず 1台ごとに設定してください。

UV-15 操作部 UN-14 操作部

A C Z
VIBRATION METER UNIT

UV-15

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

RMS EQ PEAK EQ P-P

SETUP

RANGEキー

INPUTキー

INPUT

SOUND LEVEL METER UNIT

UN-14

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

SETUP

RANGEキー

INPUTキー

MEASキー MEASキー

UV-15
液晶表示部

UN-14
液晶表示部

FRONT
REAR

ACOUST CAL

CHARGE
CCLD TEDS

No.

識別番号表示
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準 備

LOCAL（MASTER/SLAVE）
USBまたはETHERNET（LAN）通信を行なわず各機器のキー設定で測定する時や、

マスタ･スレーブ機能を用いる時は通信機能選択スイッチを LOCAL（MASTER/

SLAVE）に設定します。

マスタ・スレーブ可能な設定項目

UN-14 UV-15
CALキー

DISPLAYキー

MEASキーでの
設定内容

CAL ON/OFF
数値表示の切り替え
瞬時値表示／レンジ表示
A、C、Z
F、S、10 ms
HPF(ユーザフィルタを除く)
LPF(ユーザフィルタを除く)

CAL ON/OFF
数値表示の切り替え
瞬時値表示／レンジ表示
m/s2、mm/s、mm
RMS、EQ PEAK、EQ P-P
HPF(ユーザフィルタを除く)
LPF(ユーザフィルタを除く)

UV-22

RED:ERROR

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET

通信機能選択スイッチを
LOCAL
MASTER/SLAVEにする

通信機能選択スイッチを切り替えたら
RESETスイッチを押す
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CAL のマスタ・スレーブ
選択した 1台の CAL ON/OFFの操作で、連結している他の同機器に対して

CAL ON/OFFをすることができます。

《例》 UV-15 の CAL

1. 連結されている複数のUV-15 の中から、いずれか 1台を選択します。ここ

ではその器体をマスタと呼び、それ以外の全てのUV-15 をスレーブと呼び

ます。

2. 測定モードの状態からマスタのCALキーを 2秒以上長押しします。

すると、マスタのサブ LEDが緑色に点滅します。

その後、スレーブ全てのUV-15 のサブ LEDが一瞬緑に点灯し、UV-15 す

べての器体（もしUN-14が接続されていればUN-14も含めて）がCALモー

ドになります。

3. CAL モードをOFFにする場合は、手順 1からの同じ操作でできます。

I

O

UV-22

POWER

RED:ERROR

USB

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET

PICKUP

VIBRATION METER UNIT

UV-15

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

RMS EQ PEAK EQ P-P

SETUP

PICKUP

VIBRATION METER UNIT

UV-15

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

RMS EQ PEAK EQ P-P

SETUP

INPUT

SOUND LEVEL METER UNIT

UN-14

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

A C Z

SETUP

PICKUP

VIBRATION METER UNIT

UV-15

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

RMS EQ PEAK EQ P-P

SETUP

INPUT

SOUND LEVEL METER UNIT

UN-14

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

A C Z

SETUP

INPUT

SOUND LEVEL METER UNIT

UN-14

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE

A C Z

SETUP

左側がサブLED

マスタ・スレーブの説明
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設定モードのマスタ・スレーブ
選択した 1台の設定モードの設定内容に、連結している他の同機器の設定内容を

あわせることができます。なお、本機能は、UV-15 グループ、UN-14 グループに

分かれて設定をおこないます。

《例》UV-15 の設定モード

1. 連結されている複数のUV-15 の中からいずれか 1台を選択します。ここ

ではその器体をマスタと呼び、それ以外の全てのUV-15 をスレーブと呼び

ます。

2. 測定モードの状態からマスタのMEASキーを 2秒以上長押しします。

すると、マスタのサブ LEDが緑色に点滅します。

その後、スレーブ全てのサブ LEDが一瞬緑に点灯し、すべてのスレーブの

器体が、マスタの設定モードの設定内容と同じ設定に切り替わります。

数値表示のマスタ･スレーブ
選択した 1台の液晶数値表示切り替え操作で、連結している他の同機器の数値表

示切替を行うことができます。

《例》UV-15 の数値表示切り替え

1. 連結されている複数のUV-15 の中から、いずれか 1台を選択します。ここ

ではその器体をマスタと呼び、それ以外の全てのUV-15 をスレーブと呼び

ます。

2. 測定モードまたはCALモードの状態から、マスタのDISPLAYキーを 2秒

以上長押しします。

すると、マスタのサブ LEDが緑色に点滅し、数値表示が切り替わります。

その後、スレーブ全てのサブLEDが一瞬緑に点灯し、すべてのスレーブ器体

がマスタの数値表示設定（レンジ表示または瞬時値表示）に切り替わります。

ノート

マスタ・スレーブはUV-15とUN-14で別々に機能します。
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通信
通信は、USB通信と ETHERNET通信の 2種類が可能です。

連結されたUN-14、UV-15 の設定制御、測定値の取り込み、ユーザフィルタの入

力が可能です。

重 要

USB または ETHERNET に設定状態でも UV-15、
UN-14 の操作キーを受け付けます。

USB接続の場合
USBを用いた通信時にはコンピュータ側をホスト、UV-22 をデバイスとして接続

します。
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UV-22

POWER
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USB
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USB

ETHERNET

POWER RESET
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SETUP

INPUT

SOUND LEVEL METER UNIT

UN-14

CAL

DISPLAY

INPUT MEAS

RANGE
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SETUPコンピュータ

ACアダプタ
ACプラグ

インタフェースユニットUV-22 騒音計ユニットUN-14または
振動計ユニットUV-15の連結は
合計16台までです

USBコネクタ

USBケーブル
mini-Bコネクタ

ACアダプタは必ず
UV-22に接続してください

RED:ERROR

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET

通信機能選択スイッチを
USB にする

通信機能選択スイッチを切り替えたら
RESETスイッチを押す
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LAN接続の場合
ETHERNET（LAN）を用いた通信時にはコンピュータをクライアント、UV-22 を

サーバとして接続します。

RED:ERROR

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET

通信機能選択スイッチを
ETHERNETにする

通信機能選択スイッチを切り替えたら
RESETスイッチを押す
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コンピュータ

ACアダプタ
ACプラグ

インタフェースユニットUV-22

騒音計ユニットUN-14または
振動計ユニットUV-15の連結は
合計16台までです

15

No. 12345678

RION CO.,LTD.
MADE IN JAPAN

ETHERNET

ETHERNETコネクタ

インタフェースユニット
UV-22の背面

LANケーブル
コンピュータまたはハブに接続

ACアダプタはUV-22に
接続してください
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USBドライバのインストール

USB通信を行う場合は、あらかじめご使用になるコンピュータにUSBドライバを

インストールする必要があります。

USBドライバは、付属のUV-22Viewer CD-ROMに書き込まれています。

Instruction Manual フォルダ

取扱説明書が格納されています。

UV-22Viewer Software フォルダ

アプリケーションソフトUV-22Viewer が格納されています。

USB Driver フォルダ

USBドライバが格納されています。

WIN2K： Windows 2000/XP/VISTA用

WIN98：  Windows 98SE 用

vb_sample フォルダ

DODコマンドでUV-22 からデータを取り込むサンプルソフトを格納して

います。Visual Basic で作成されています。

CD-ROMのフォルダ構成

CD-ROM ¥Instruction Manual ¥Japanese
  ¥English
 ¥UV-22Viewer Software
 ¥USB Driver ¥WIN2K
  ¥WIN98
 ¥vb_sample
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インストールの手順

1. コンピュータを起動します。あらかじめ、他のソフトウェアは閉じてくださ

い。

2. UV-22（電源OFFの状態）を用意し、フロントパネル上の通信機能選択ス

イッチをUSBにセットします。

3. UV-22 本体にUSB ケーブルを取り付け、コンピュータと接続し、UV-22

の電源を入れます。

UN-14、UV-15 を連結した状態でもUSBドライバのインストールは可能

です。
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UN-14

CAL

DISPLAY
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SETUPコンピュータ

ACアダプタ
ACアダプタは必ずUV-22に接続してください

ACプラグ

インタフェースユニットUV-22

USBコネクタ

USBケーブル
mini-Bコネクタ

騒音計ユニットUN-14または
振動計ユニットUV-15を連結
したままでもインストールは
可能です

RED:ERROR

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET

通信機能選択スイッチを
USB にする

通信機能選択スイッチを切り替えたら
RESETスイッチを押す
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しばらくすると、コンピュータ画面上に下記画面が表示されます。

（本書ではWindows XP でのインストール例を記載しています）

4. 「はい、今すぐおよびデバイスの・・・・接続します（E）」を選択して、次へをク

リックすると、下記画面が表示されます。
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5. 「一覧または特定の場所からインストールする（詳細）（S）」を選択し、次へを

クリックします。

6. 上記画面において、「次の場所を含める（O）」を選択し、参照ボタンでドライ

バのフォルダを選択します。

お客様ご使用のコンピュータに合わせドライバのフォルダを指定します。

Win2k フォルダ： Windows 2000/XP/VISTA用のUSBドライバが

格納されています。

Win98 フォルダ： Windows 98SE 用の USBドライバが格納されて

います。
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7. フォルダを参照し、次へをクリックすると、下図の検出ウィザードが起動し

ます。

下図が表示された場合は、続行をクリックしてください。
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ドライバソフトウェアのインストールが開始され、正常終了すると、下図が

表示されます。

これで、USBドライバのインストールが終了です。
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ETHERNETの設定

ETHERNET通信を行う場合は、UV-22 本体の IP アドレス、サブネットマスク、

デフォルトゲートウェイを設定する必要があります。

UV-22 本体への IP アドレスなどの各種設定は、USB通信を用いて行います。

なお、付属のUV-22Viewer ソフトウェア（CD-ROMに入っています）を使用す

ると、簡単に設定することができます。

操作手順
USBドライバがインストールされているものとして説明しています。

「UV22Viewer.exe」を実行してアプリケーションを起動すると、起動画面を表示

します。

起動画面

Help

UV-22Viewer

USB

LAN

LAN Setting

TIMEOUT Setting

END
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起動画面から LAN Set t i ng のボタンをクリックすると、USB を用いて

UV-22 と通信します。

通信が正常に行われると Lan Setting 画面を表示します。

ノート

通信エラーが出た場合は、コンピュータおよびUV-22 を
再起動するかUV-22 のリセットスイッチを押して再度起
動してください。

Lan Setting 画面ではUV-22 側の LAN設定とコンピュータ側（PC側）の

LAN設定を行います。

Lan Setting 画面

Lan Setting 画面で設定できる項目は下記の通りです。

① UV-22 LAN設定

UV-22 LAN設定ではUV-22 本体の下記の項目が設定可能です。

各設定はUV-22 本体に記憶されます。

1） IP アドレス： UV-22 の IP アドレスを設定します。

2） サブネットマスク： UV-22 のサブネットマスクを設定します。

3） デフォルトゲートウェイ：

  UV-22 のデフォルトゲートウェイを設定しま

す。

000 000 000 000

000 000 000 000

000 000 000 000

000 000 000 000

こ
の
部
分
を
入
力
し
ま
す
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② PC LAN設定

PC LAN設定では下記の項目が設定可能です。

各設定はUV-22 本体に記憶されます。

1） IP アドレス： UV-22 の IP アドレスを設定します。

全ての項目の設定が終了したらOKをクリックします。これで LANの設定

が終了です。

重 要

社内ネットワークに接続される場合など、ネットワーク管
理者からIPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲー
トウェイ確認して設定してください。

重 要

LANの場合、通信速度は情報量や通信状態により左右され
ます。

重 要

UV-22Viewer 使用時に、UV-15/UN-14 の各操作キー
の動作が使用可能になっております。
例えば、Viewer（コンピュータ）で制御中に、キー操作
で設定変更があると、コンピュータ上で設定されている
UV-15/UN-14 設定条件と、実際の設定条件が変わって
しまう恐れがあります。
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伝送方式と伝送手順

伝送コード
本器の通信で使用するコードを以下に示します。

制御コード

コード名 16進数表記  意味
 <ENQ>  05H 相手確認
 <ACK>  06H 肯定確認
 <NAK>  15H 否定応答
 <STX>  02H ブロック開始
 <ETX>  03H ブロック終了
 <CR>  0DH ターミネータ1文字目
 <LF>  0AH ターミネータ2文字目
 <SUB>  1AH 停止

特殊コード

ATTR
制御コード
もしくは
文字コード

ブロック属性

ID
BCC

01H～FFH
00H～FFH

相手/自器のID番号
ブロックチェックコード

コマンド、パラメータ、データ

アスキーコード 20H～7FH
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伝送フォーマット

コマンドブロック： コンピュータからUV-22へのコマンド
<STX> ID ATTR コマンド パラメータ <ETX> BCC <CR> <LF>
1 1 1 M N 1 1 1 1 byte
ATTR =‘C’
パラメータが複数個ある場合には、スペースで区切ります。

データ応答ブロック： UV-22からのデータ応答。応答データ部はASCII

<STX>  ID ATTR 応答データ  <ETX> BCC <CR> <LF>
1 1 1 N  1 1 1 1 byte
ATTR =‘A’または‘Q’
パラメータが複数個ある場合にはカンマ“,”で区切ります。

肯定応答ブロック： コンピュータまたはUV-22
<STX> ID ATTR <ETX> BCC <CR> <LF>

1 1 1 1 1 1 1 byte
ATTR = <ACK>

否定応答ブロック： コンピュータまたはUV-22
<STX> ID ATTR  エラーコード <ETX> BCC <CR> <LF>
1 1 1 4 1 1 1 1 byte
ATTR = <NAK>

相手確認ブロック： コンピュータからUV-22へのコマンド
<STX> ID ATTR <ETX> BCC <CR> <LF> 
1 1 1 1 1 1 1 byte
ATTR = <ENQ>

停止要求ブロック： コンピュータからUV-22へのコマンド
<STX> ID ATTR <ETX> BCC <CR> <LF> 
1 1 1 1 1 1 1 byte
ATTR = <SUB>

停止要求コード： コンピュータからUV-22へのコマンド
<SUB>
1 byte
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以下に伝送フォーマットの各ブロックにおける「ID」「ATTR」「BCC」について説

明します。

ID: ID 番号
ID 番号は 1（01H）で、バイナリで記述します。

ATTR: ブロック属性
ブロック属性は送信側が付加し、受信側のブロック受信処理の便宜を図ります。

コード 16進数表記  意味
<ACK>  06H 肯定応答ブロック
<NAK>  15H 否定応答ブロック
<ENQ>  05H 応答要求ブロック
<SUB>  1AH 停止要求ブロック
<EOT>  03H 終了通知ブロック
‘C’  43H コマンドブロック
‘A’  41H データ応答ブロック（最後のブロック）
‘Q’  51H データ応答ブロック（途中のブロック）

BCC: ブロックチェックコード
BCC は送信側が計算して付加します。受信側では以下の範囲を計算し照合し

ます。

計算範囲 ： STX から ETX まで

計算方法 ： 計算範囲の排他的論理和で 8 ビット分

なお、コンピュータから送信されるブロックの BCC に 00H（NULL）を記述した

場合は、計測器側はブロックチェックを省略します。

これはコンピュータから簡易に送信を行えるようにするための機能です。
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ブロック受信処理

受信処理は、受信可能な初期状態では <STX> 待ち（アイドリング状態）になっ

ています（コンピュータからの応答待ちシーケンス中を除きます）。

アイドリング状態で <STX> 以外のデータを受信した場合、インタフェースユ

ニット UV-22 はそのデータを無視します。

コマンドの種類
コマンドには設定コマンドと要求コマンドがあります。

設定コマンド
本器の状態や各種条件を設定・変更するコマンドです。本器から応答を伴う場合

と伴わない場合があります。

応答を伴う場合は設定処理を実行後、応答を返します。

要求コマンド
本器の状態や各種設定を要求したり、表示データなどの測定データを要求するコ

マンドです。本器はデータ応答を返します。

エラー処理
伝送上のエラー

伝送上のエラーは以下の種類を検知します。

エラー項目 内容 処理
ブロックリセット ブロック未完成での<STX>受信 そこから改めて
 （ID番号を除く） ブロック開始
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コマンド処理上のエラー
ブロックのフォーマットは正常だが、コマンド解釈や処理上で発生したエラーで

す。

未定義コマンド コマンドが異常 エラーコード0001応答
パラメータ異常 パラメータの数や値が不適当 エラーコード0002応答
処理不可 現在の動作状態では エラーコード0003応答
 処理できない
処理タイムアウト 処理完了までのタイムアウト エラーコード0004応答
 時間経過

エラー項目 内容 処理

伝送手順
伝送手順は以下になります。

● 相手確認シーケンス

● 設定シーケンス

● 要求シーケンス

● 連続要求シーケンス

● エラー応答

設定シーケンスは、応答を伴う場合と伴わない場合を選択することができます。

相手確認シーケンス
相手確認ブロックに対しては肯定応答ブロックを返します。

これは単独の手順であり、特にコマンド手順前に必要なものはありません。

相手確認ブロック

肯定応答ブロック
ブロック正常

コンピュータ UV-22
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設定シーケンス
正常時

コマンドの処理実行後、肯定応答を返します。

「処理実行後」とは、例えば時間のかかる処理を実行して終了したときではなく、

その処理を開始したときを指します。

コマンドブロック

肯定応答ブロック
ブロック正常

コンピュータ UV-22

処理実行後

異常時

ブロックまたはコマンド処理がエラー応答に該当する場合は否定応答を返しま

す。

コマンドブロック

否定応答ブロック
エラー

コンピュータ UV-22



35

コマンド

要求シーケンス（1ブロック）
正常時

要求コマンドに対し直ちに応答を返します。

異常時

ブロックまたはコマンド処理がエラー応答に該当する場合は否定応答を返しま

す。

コマンドブロック

データ応答ブロック
ブロック正常

コンピュータ UV-22

コマンドブロック

否定応答ブロック
エラー

コンピュータ UV-22
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要求シーケンス（複数ブロック）
正常時

基本的にはコンピュータから応答を返す必要はなく、UV-22 から連続でブロッ

クが送信されます。

停止するときは停止要求コードをコンピュータから送信します。UV-22 はこ

れ以外の受信は無視します。

停止時は現在送信中のブロックを最後まで送信後に停止してください（ブロッ

クの途中で停止しないでください）。

最後のブロック送信後、本器はアイドリング状態になります。

コマンドブロック

データ応答ブロック1

ブロック正常

コンピュータ UV-22

データ応答ブロック2

データ応答ブロック3

データ応答ブロックN

・・・

1～N-1ブロック目は
ATTR＝‘Q’

Nブロック目は
ATTR＝‘A’
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連続要求シーケンス
計測データを周期的に連続要求するコマンド（DRD コマンド）のみに使用する

シーケンスです。

正常時

基本的にはコンピュータからの応答を返す必要はなく、UV-22 から周期的に

ブロックが送信されます。

停止するときは停止要求コードをコンピュータから送信します。UV-22 はこ

れら以外の受信は無視します。

完全に停止するまでは、数回のデータ応答ブロックが UV-22 より送られるこ

とがあります。そのため、完全に停止した際には肯定応答が送られます。

停止後、本器はアイドリング状態になります。

コマンドブロック

データ応答ブロック

ブロック正常

コンピュータ UV-22

データ応答ブロック

データ応答ブロック

・・・

以下常に
ATTR＝‘A’

データ応答ブロック

停止要求コード 停止・・・

肯定応答ブロック
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エラー応答
ブロックレベルでエラー応答に該当するエラーが発生した場合は、以下の異常

シーケンスとなります。

エラー応答後はアイドリング状態に戻り、複数ブロック転送などを続行しま

せん。

何らかのブロック

否定応答ブロック

ブロック正常
またはBCCエラー

コンピュータ UV-22

エラー応答
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規定値

保証値

UV-22がデータを送出後
アイドリング状態になる
までの時間

UV-22が応答を返す
までの時間

3 sec以内 処理上の理由の場合は
「処理タイムアウト」のエラー

送信キャラクタ間時間 100 mses以内

200 msec以内

ケース 規定値 備考

※ LAN 接続時、ネットワーク構成やネットワークトラフィック状況により、 

若干遅延が発生することがあります。

規定値

ケース 規定値 備考

複数ブロック要求
シーケンスのACK待ち

10 sec
シーケンスを中断し
アイドリング状態へ

フロー制御による
送信タイムアウト

<STX>受信後の
ブロック生成完了待ち

制限なし

制限なし

3 sec

受信キャラクタ間
タイムアウト

シーケンスを中断し
アイドリング状態へ
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コマンド一覧
コマンド 機能 参照ページ

DID UV-15/UN-14 識別番号の取得 ................................................... 43

CAL CAL ON/OFF の設定・取得 ...................................................... 43

DPY 瞬時値表示 / レンジ表示の設定・取得 .................................... 44

INP 入力設定値の設定・取得 .................................................................... 44

MSS 測定設定値の設定・取得 .................................................................... 46

SNS 感度の設定・取得 ..................................................................................... 47

RNG レンジの設定・取得 ............................................................................... 48

TDS TEDS 通信状態の取得 ......................................................................... 49

TSI TEDS センサ情報の取得 .................................................................... 49

TEC TEDS エラー状態の解除 .................................................................... 50

UHF ユーザフィルタ HPF の設定 ........................................................... 50

ULF ユーザフィルタ LPF の設定 ............................................................ 51

DOD 測定値の取得 ............................................................................................... 52

DRD 測定値の連続取得 ..................................................................................... 52

IPA IP アドレスの設定・取得 ................................................................... 52

DCL 出荷時設定 ..................................................................................................... 54

VER バージョン情報の取得 .......................................................................... 54
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コマンドフォーマット
以下ではキャラクタ 1 文字を“□”、スペースを“_”パラメータを p1,p2,・・・・、

応答データを d1,d2,・・・・と記述します。各パラメータと各応答データは 1 文字

とは限りません。

コマンド本体は 3 文字のアルファベットからなっています（大文字、小文字い

ずれも可）。

□□□ 

コマンドにパラメータがあるときは、コマンド本体に続けてパラメータを記述

します。

コマンド本体とパラメータの間はスペースを入れずに続けても、スペース 1 文

字を入れても構いません。

□□□ p1  可

□□□ _p1 可

パラメータが複数あるときは、パラメータとパラメータの間にはスペースを必

ず 1 文字いれなければなりません。

□□□ p1_p2 可

□□□ p1p2 不可

ノート

1 つのコマンドブロックには 1 つのコマンドしか記述でき
ません。複数コマンドを記述しないでください。

要求コマンドでは、コマンド本体の後に、必要なパラメータと最後に“?”を付

けます。

コマンド本体と“?”、パラメータと“?”の間にスペース 1 文字を入れても構いま

せん。

□□□ ?  可

□□□ _?  可

□□□ p1? 可

□□□ p1_? 可
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パラメータや応答データは、特に指定がない限り可変長とします。すなわち、

取り得る値によってパラメータの長さは変わり、頭にゼロをつけるなどによる

桁
けた

合わせは行いません。

□□□ _1  可

□□□ _10 可

□□□ _01 不可
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コマンド別詳細説明

DID（Device InDex）
取得：各識別番号に対する機器の認識をおこなう。

要求時コマンド DID?

応答データ d1,d2,d3,d4,d5,…,d17

d1 0：識別番号重複なし

 1：識別番号重複あり

d2 識別番号 1 に割り当てられている装置

0： なし

14： UN-14

15： UV-15

d3 識別番号 2 に割り当てられている装置

d4 識別番号 3 に割り当てられている装置

d5 識別番号 4 に割り当てられている装置

‥

‥

d17 識別番号 16 に割り当てられている装置

伝送フォーマット：応答ブロック

CAL（CALibration）
設定：CAL の ON/OFF の設定を行う。

設定時コマンド CAL p1 p2

p1 対象デバイスの識別番号

（1～16、244（全ての UN-14）、245（全ての UV-15）

の何れか）

p2 CAL の ON/OFF（0：OFF 1：ON）

伝送フォーマット：応答ブロック

取得：CAL の ON/OFF を取得する。

要求時コマンド CAL? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1

d1 CAL の ON/OFF

伝送フォーマット：応答ブロック
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DPY（DisPlaY）
設定：瞬時値表示 / レンジ表示の設定を行う。

設定時コマンド DPY p1p2

p1 対象デバイスの識別番号

（1～16、244（全ての UN-14）、245（全ての UV-15）

の何れか）

p2 設定する瞬時値表示 / レンジ表示

 （0：瞬時値表示 1：レンジ表示 )

伝送フォーマット：応答ブロック

取得：瞬時値表示 / レンジ表示の ON/OFF を取得する

要求時コマンド DPY? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1

d1 瞬時値表示 / レンジ表示

伝送フォーマット：応答ブロック

INP（INPut）
設定：入力設定を行う。

設定時コマンド INP p1p2p3p4p5

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

p2 FRONT/REAR

0：FRONT 1：REAR

p3 CHARGE  ON/OFF

0：CHARGE OFF 1：CHARGE ON

p4 CCLD ON/OFF

0：CCLD OFF  1：CCLD ON

p5 TEDS 　 ON/OFF

0：TEDS OFF  1：TEDS ON

伝送フォーマット：応答ブロック
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p2 から p5 の設定一覧

入力設定 p2 p3 p4 p5

UN-14

UV-15

FRONT(7ピンコネクタ)
REAR(BNCコネクタ)
REAR CCLD TEDS(BNCコネクタ)
(TEDS対応センサ)
FRONT CHARGE(マイクロドットコネクタ)
(圧電式加速度ピックアップ)
FRONT CCLD(マイクロドットコネクタ)
(プリアンプ内蔵型加速度ピックアップ)
FRONT CCLD TEDS(マイクロドットコネクタ)
(TEDS対応センサ)
REAR(7ピンコネクタ)
(VP-26A接続時)

0
1

1

0

0

0

1

0
0

0

1

0

0

0

0
1

1

0

1

1

0

0
0

1

0

0

1

0

取得：入力設定を取得する。

INP? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1,d2,d3,d4

d1 FRONT/REAR

d2 CHARGE  ON/OFF

d3 CCLD  ON/OFF

d4 TEDS  ON/OFF

伝送フォーマット：応答ブロック



46

コマンド

MSS（MeaSure Setting）
設定：測定設定を行います。

設定時コマンド MSS p1p2p3p4p5

p1 対象機器の識別番号

（1～16、または 244（全ての UN-14）、245（全ての

UV-15）の何れか）

p2 UN-14 時 設定する時間重み特性

（1：Fast 2：Slow 3：10 ms）

UV-15 時 設定する測定モード

（1：加速度 2：速度 3：変位）

p3 UN-14 時 設定する周波数重み特性

（1：A 特性 2：C 特性 3：Z 特性）

UV-15 時 設定する指示特性

（1：RMS 2：EQ PEAK 3：EQ P-P）

p4 UN-14 時 設定する HPF

（1：OFF 2：20 Hz 3：ユーザフィルタ）

UV-15 時 設定する HPF

（1：OFF、2：3 Hz、3：5 Hz、4：10 Hz、

5：15 Hz、6：20 Hz、7：30 Hz、8：50 Hz、

9：100 Hz、10：150 Hz、11：200 Hz、12：ユーザフィ

ルタ）

p5 UN-14 時 設定する LPF

（1：OFF 2：20 Hz 3：ユーザフィルタ）

UV-15 時 設定する LPF

（1：OFF、2：300 Hz、3：500 Hz、4：1 kHz、

5：1.5 kHz、6：2 kHz、7：3 kHz、8：5 kHz、

9：10 kHz、10：15 kHz、11：20 kHz、12：ユー

ザフィルタ）

伝送フォーマット：応答ブロック
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取得：測定設定値を取得する。

要求時コマンド MSS? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1,d2,d3,d4

d1 対象デバイス UN-14 時　時間重み特性

対象デバイス UV-15 時　測定モード

d2 対象デバイス UN-14 時　周波数重み特性

対象デバイス UV-15 時　指示特性

d3 HPF

d4 LPF

伝送フォーマット：応答ブロック

SNS（SeNSitivity）
設定：感度の設定を行う。

設定時コマンド SNS p1p2p3

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

p2 感度

対象デバイス UN-14 時

100～599（実際の値からマイナス符号を取り除き、

10 倍した値）

対象デバイス UV-15 時

100～999（実際の値を整数化した値）

p3 小数点位置

対象デバイス UN-14 時 常に 0 とする。

対象デバイス UV-15 時

0：0.100～0.999、1：1.00～9.99、2：10.0～99.9

伝送フォーマット：応答ブロック

取得：感度、小数点位置を取得する。

要求時コマンド SNS? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1,d2

d1 感度

d2 小数点位置

伝送フォーマット：応答ブロック
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RNG（RaNGe）
設定：レンジの設定を行う。

設定時コマンド RNG p1p2

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

p2 レンジ

伝送フォーマット：応答ブロック

対象デバイス UN-14 の時　 0～5（設定値の意味については以下の表参照）

感度値 設定値

-10.0～-19.9
-20.0～-29.9
-30.0～-39.9
-40.0～-49.9
-50.0～-59.9

0 1 2 3 4 5
70
80
90
100
110

80
90
100
110
120

90
100
110
120
130

100
110
120
130
140

110
120
130
140
150

120
130
140
150
160

対象デバイス UV-15 の時　 0～6（設定値の意味については以下の表参照）

感度値
設定値

0.100～0.999

1.00～9.99

10.0～99.9

0 1 2 3 4 5 6
加速度
速度
変位
加速度
速度
変位
加速度
速度
変位

測定モード
10
10
1
1
1
0.1
0.1
0.1
0.01

30
30
3
3
3
0.3
0.3
0.3
0.03

100
100
10
10
10
1
1
1
0.1

300
300
30
30
30
3
3
3
0.3

1000
1000
100
100
100
10
10
10
1

3000
3000
300
300
300
30
30
30
3

10000
10000
1000
1000
1000
100
100
100
10

取得：レンジを取得する。

要求時コマンド RNG? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1

d1 レンジ

伝送フォーマット：応答ブロック
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TDS（TeDS）
取得：TEDS 通信状態を取得する。

INP コマンドで TEDS 通信を行った場合に、通信結果を確認するコマンドで

す。

要求時コマンド TDS? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1

d1 TEDS 通信状態

0： TEDS 通信が行われていない

1： TEDS 通信中（入力設定 TEDS ON の指示で 1

となる）

2： TEDS 通信正常終了（感度値取得完了）

3： TEDS 通信失敗

伝送フォーマット：応答ブロック

TSI（Teds Sensor Info）
取得：TEDS センサ情報を取得する。

要求時コマンド TSI? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

伝送フォーマット：応答ブロック

応答データ d1,d2,d3

d1 ROM No.

ROM No. 情報（8 バイト分）のバイナリコードを 16

進数文字列で表現（16 文字）

d2 BASIC TEDS

BASIC TEDS 情報（8 バイト分）のバイナリコー

ドを 16 進数文字列で表現（16 文字）

d3 テンプレート情報

テンプレート情報（16 バイト分）のバイナリコー

ドを 16 進数文字列で表現（32 文字）

（テンプレート情報の取得は 16 バイトまで可能）

伝送フォーマット：応答ブロック
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TEC（Teds Error Clear）
設定：UN/UV が TEDS 問い合わせをした際に発生したエラー表示を解除する。

設定時コマンド TEC p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

伝送フォーマット：応答ブロック

UHF（User High pass Filter）
設定： ユーザフィルタの HPF を設定する。

設定時コマンド UHF p1p2

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

p2 ユーザ HPF カットオフ周波数

0：3 Hz、1：3.15 Hz、2：4 Hz、3：5 Hz、4：6.3 Hz、

5：8 Hz、6：10 Hz、7：12.5 Hz、8： 15 Hz、

9：16 Hz、10：20 Hz、11：25 Hz、12：30 Hz、

13： 31.5 Hz、14：40 Hz、15：50 Hz、16：63 Hz、

17：80 Hz、18：100 Hz、19：125 Hz、20： 150 Hz、

21：160 Hz

-1：OFF、

伝送フォーマット：応答ブロック

取得：ユーザフィルタの HPF を取得する。

要求時コマンド UHF? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1

d1 ユーザ HPF カットオフ周波数

伝送フォーマット：応答ブロック
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ULF（User Low pass Filter）
設定： ユーザフィルタの LPF を設定する。

設定時コマンド ULF p1p2

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

p2 ユーザ LPF カットオフ周波数

UN-14

0：300 Hz、1：315 Hz、2：400 Hz、3：500 Hz、

4：630 Hz、5：800 Hz、6：1 kHz、7：1.25 kHz、

8：1.5 kHz、9：1.6 kHz、10：2 kHz、11：2.5 kHz、

12：3 kHz、13：3.15 kHz、14：4 kHz、15：5 kHz、

16：6.3 kHz、17：8 kHz、18：10 kHz、19：12.5 kHz、

20：15 kHz、21：16 kHz、22：20 kHz、23：25 kHz、

24：31.5 kHz、25：40 kHz、26：50 kHz

-1：OFF、

UV-15

0：300 Hz、1：315 Hz、2：400 Hz、3：500 Hz、

4：630 Hz、5：800 Hz、6：1 kHz、7：1.25 kHz、

8：1.5 kHz、9：1.6 kHz、10：2 kHz、11：2.5 kHz、

12：3 kHz、13：3.15 kHz、14：4 kHz、

15：5 kHz、16：6.3 kHz、17：8 kHz、

18：10 kHz、19：12.5 kHz、20：15 kHz、

21：16 kHz、22：20 kHz

-1：OFF、

伝送フォーマット：応答ブロック

取得：ユーザフィルタの LPF を取得する。

要求時コマンド ULF? p1

p1 対象デバイスの識別番号（1～16）

応答データ d1

d1 ユーザ LPF カットオフ周波数

伝送フォーマット：応答ブロック
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DOD
取得：現在の測定値を取得する。

要求時コマンド DOD?

応答データ

応答データ詳細については 55 ページの『測定値取得』を参照

DRD
取得：測定値を連続で取得する。

要求時コマンド DRD?

応答データ

応答データ詳細については 55 ページの『測定値取得』を参照

連続取得を終了する場合は、＜ SUB ＞を送信します。

IPA（IP Address）
設定：IP アドレスを設定する。

設定時コマンド IPA p1p2p3p4～p12

p1 IP アドレスの 1 バイト目

p2 IP アドレスの 2 バイト目

p3 IP アドレスの 3 バイト目

p4 IP アドレスの 4 バイト目

p5 サブネットマスクの 1 バイト目

p6 サブネットマスクの 2 バイト目

p7 サブネットマスクの 3 バイト目

p8 サブネットマスクの 4 バイト目

p9 デフォルトゲートウェイの 1 バイト目

p10 デフォルトゲートウェイの 2 バイト目

p11 デフォルトゲートウェイの 3 バイト目

p12 デフォルトゲートウェイの 4 バイト目

伝送フォーマット：応答ブロック
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コマンド

取得：IP アドレスを取得する。

要求時コマンド IPA?

応答データ d1,d2,d3,d4～d12

d1 IP アドレスの 1 バイト目

d2 IP アドレスの 2 バイト目

d3 IP アドレスの 3 バイト目

d4 IP アドレスの 4 バイト目

d5 サブネットマスクの 1 バイト目

d6 サブネットマスクの 2 バイト目

d7 サブネットマスクの 3 バイト目

d8 サブネットマスクの 4 バイト目

d9 デフォルトゲートウェイの 1 バイト目

d10 デフォルトゲートウェイの 2 バイト目

d11 デフォルトゲートウェイの 3 バイト目

d12 デフォルトゲートウェイの 4 バイト目

伝送フォーマット：応答ブロック

LAN 接続時にこの操作を行うと通信動作が不安定になる可能性があるため、この

コマンドは USB 接続時のみ受け付けます。
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コマンド

DCL（Data CLear）
設定：工場出荷時の設定

設定時コマンド DCL

VER（VERsion）
取得：バージョン情報を取得する。

要求時コマンド VER?

応答データ d1

d1 UV-22 の CPU ファームウェアバージョン

伝送フォーマット：応答ブロック
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コマンド

測定値取得

連続取得開始
DRD コマンドを送ることで、測定値の連続取得が開始されます。

連続取得中は 100 msec 毎のデータが UV-22 より自動的に送信されます。

連続取得停止
連続取得の停止は、単一バイトコマンド <SUB>（0x1A）を使用します。応答は 

<ACK> パケットとします。

連続取得中ではない時に受け付けた場合は何もしません。

測定値取得 /停止シーケンス

DRD?
測定値
測定値
測定値
・
・
・
<SUB>
測定値
<ACK>

コンピュータ UV-22

100 msec

停止する場合
行き違いで数サンプル
送信されるため、必ず
ACKを停止受領として
扱う
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コマンド

測定値データフォーマット
測定データは以下の構成で返信されます。

d1,d2,d3,d4,…,d15,d16

d1 識別番号 1 の機器の測定値

d2 識別番号 2 の機器の測定値

d3 識別番号 3 の機器の測定値

d4 識別番号 4 の機器の測定値

・

・

・

d15 識別番号 15 の機器の測定値

d16 識別番号 16 の機器の測定値

機器ごとの測定値（d1～d11）は、さらに以下のように構成されます。

d1,d2,d3,d4,d5,d6,d7,d8,d9,d10,d11

d1 液晶表示値

d2 100 msec ごとの瞬時値

d3 最大値

d4 UN-14 Peak

 UV-15 +Peak

d5 UN-14 Leq100 msec

 UV-15 -Peak

d6 Over

0：なし

1：あり

d7 Under

0：なし（常時、0 を返信します）

1：あり

d8 感度（数値の詳細は SNS（SeNSitivity）参照）

d9 感度の小数点位置（数値の詳細は SNS（SeNSitivity）

 参照）
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コマンド

d10 レンジ（数値の詳細は RNG（RaNGe）参照）

d11 ラップカウンタ（0～255）

100 msec 毎のデータで、データ更新時にインクリ

メントされます。

この値が同じときは同一データであることを示しま

す。

また、前回取得データより 2 以上増えている場合

データが落ちていることを示します。

ノート

UV-22 と指定された UN-14、UV-15 は通信に関するサ
ンプリングと計測におけるサンプリングとが別々であるた
め、まれに同一データになる場合やデータ落ちが生じるこ
とがあります。

機器が存在しない識別番号のデータは全て 0 になり

ます。

UV-15 で計測値取得の例
対象デバイス：1、 信号入力：フロント、 測定モード：加速度、

指示特性：RMS、 HPF：なし、 LPF：なし、

感度：5.00、 レンジ：100

電源ON

設定 INP10000（入力選択）
 MSS11111（測定条件設定）
 SNS15001
 RNG14

以上の設定を行い、装置からの計測値取得の準備完了

DOD? （表示値を取得）
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付属のCD-ROMについて

Instruction Manual フォルダ

取扱説明書が格納されています。

UV-22Viewer Software フォルダ

アプリケーションソフトUV-22Viewer が格納されています。

USB Driver フォルダ

USBドライバが格納されています。

WIN2K： Windows 2000/XP/VISTA用

WIN98：  Windows 98SE 用

vb_sample フォルダ

DODコマンドでUV-22 からデータを取り込むサンプルソフトを格納して

います。Visual Basic で作成されています。

CD-ROMのフォルダ構成

CD-ROM ¥Instruction Manual ¥Japanese
  ¥English
 ¥UV-22Viewer Software
 ¥USB Driver ¥WIN2K
  ¥WIN98
 ¥vb_sample
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仕 様

UV-15/UN-14 インタフェース

 接続ユニット数： UV-15/UN-14 を合計 16 台まで

インタフェース USB： USB1.1

 1 台のコンピュータに対し 1台のUV-22 を接続

 コネクタ Mini B

ETHERNET： 10/100 Base-TX

 1 台のコンピュータに対し 1台のUV-22 を接続

使用温湿度範囲 -10～50℃ 90％ RH以下

保存温湿度範囲 -10～50℃ 90％ RH以下

電源 DC 9～15 V

適合ACアダプタ

NC-99：UN-14/UV-15 を合計 16 台以下とUV-22 を 1 台

（CE対応）

NC-97：UN-14/UV-15 を合計 10 台以下とUV-22 を 1 台

バッテリーユニット BP-17

車用 12 Vバッテリも可

消費電流 約 240 mA（DC 12 V LANまたはUSB動作時）

外形・寸法、質量 150（高さ）× 36（幅）× 179（奥行き）mm 約 500 g
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仕 様

付属品 CD-ROM（UV-22 取扱説明書、UV-22V i ewer So f twa r e、

Viewer 取扱説明書、USBドライバ、サンプルソフト）

1

USBケーブル（ミニUSB B 5 pin） KU-AMB518

 1

簡易取扱説明書 1

M3 サラネジ 3× 10 2

検査票 1

保証書 1

別売品 ACアダプタ NC-99（UN-14/UV-15 を合計 16

台以下とUV-22 を 1 台）（CE対応）

NC-97（UN-14/UV-15 を合計 10

台以下とUV-22 を 1 台）

バッテリーユニット BP-17

BNC-BNCケーブル NC-39A

加速度ピックアップ 各種

ピックアップ用ケーブル 各種

ラック取り付け台 CF-27

騒音計ユニット UN-14

振動計ユニット UV-15

シガープラグ付き電源ケーブル

CC-82
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仕 様

36

15
0

179

I

O

UV-22

POWER

RED:ERROR

USB

LOCAL
MASTER/SLAVE

USB

ETHERNET

POWER RESET

正面

背面

DC IN
9-15V
+

15

No. 12345678

RION CO.,LTD.
MADE IN JAPAN

ETHERNET

側面

 単位： mm

外形寸法図
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ラック取り付け台

別売のラック取り付け台 CF-27 の外形寸法を下に示します。

480

435.3

460

14
9

10
0

6
9

24
.5

80

320

30

正面

右側面

板の厚さ： 1.6

材質： 防錆処理済み冷間圧延鋼板

塗装色： マンセル N 7.5

単位： mm

ぼうせい

74
.5

404

上面



63

参考資料

連結板

品名： 目隠し板 部品番号：UV-16-008

品名： M3 サラねじ リオン名称：KS3 × 10

 一般市販の名称： サラねじM3× 10

  ねじ長さ 10 mm

品名： 連結フック 部品番号：UV-16-004

品名： M4 トラスねじ リオン名称：KT4 × 8

 一般市販の名称： トラスねじM4× 8

  ねじ長さ 8 mm

品名： 連結板 部品番号：UV-16-007

保守部品
万一、連結フックや目隠し板、ねじ類を無くされた場合には、当社営業部または代

理店の営業担当にお問い合わせください。

目隠し板

M3サラねじ

底面

連結フック
M4トラスねじ

上面
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参考資料

ユーザフィルタ

UV-15 のユーザフィルタの周波数特性を以下に示します。

UV-15 の HPF周波数特性

HPF（ハイパスフィルタのカットオフ周波数：-10％落ち）

3 Hz、3.15 Hz、4 Hz、5 Hz、6.3 Hz、8 Hz、10 Hz、12.5 Hz、15 Hz、

16 Hz、20 Hz、25 Hz、30 Hz、31.5 Hz、40 Hz、50 Hz、63 Hz、80 Hz、

100 Hz、125 Hz、150 Hz、160 Hz

減衰量： -18 dB/oct

UV-15 ユーザフィルタHPF周波数特性
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参考資料

UV-15 の LPF 周波数特性

LPF（ローパスフィルタのカットオフ周波数：-10％落ち）

300 Hz、315 Hz、400 Hz、500 Hz、630 Hz、800 Hz、1 kHz、1.25 kHz、

1.5 kHz、1.6 kHz、2 kHz、2.5 kHz、3 kHz、3.15 kHz、4 kHz、5 kHz、

6.3 kHz、8 kHz、10 kHz、12.5 kHz、15 kHz、16 kHz、20 kHz

減衰量：-18 dB/oct

UV-15 ユーザフィルタLPF周波数特性
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参考資料

UN-14 のユーザフィルタの周波数特性を以下に示します。

UN-14 の HPF周波数特性

UN-14 ユーザフィルタHPF周波数特性

レ
ス
ポ
ン
ス
（dB）

10

0

-10

-20

-30

-40

-50

周波数（Hz）

3 
Hz

3.
15
 H
z

4 
Hz

5 
Hz

6.
3 
Hz

8  
Hz

10
 H
z

12
.5
 H
z

15
 H
z

16
 H
z

20
 H
z

25
 H
z

30
 H
z

31
.5
 H
z

40
 H
z

50
 H
z

63
 H
z

80
 H
z

10
0 
Hz

12
5  
Hz

15
0 
Hz

16
0  
Hz

0.1 0.5 1 5 10 50 100 500 1000

HPF（ハイパスフィルタのカットオフ周波数：-3 dB 落ち）

3 Hz、3.15 Hz、4 Hz、5 Hz、6.3 Hz、8 Hz、10 Hz、12.5 Hz、15 Hz、

16 Hz、20 Hz、25 Hz、30 Hz、31.5 Hz、40 Hz、50 Hz、63 Hz、80 Hz、

100 Hz、125 Hz、150 Hz、160 Hz

減衰量： -18 dB/oct
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UN-14 の LPF 周波数特性
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25 kHz、31.5 kHz、40 kHz、50 kHz

減衰量：-18 dB/oct
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